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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、医学生及び研究者のための英語コーパス、語彙リスト、教材の開発であっ
た。仮語彙リストと自作教材を用いた医学部3年生対象の講座提供を、コーパス分析、語彙リスト作成、そして教材開
発を同時進行で行った。医学部教授陣から解剖学の重要性が強調され，Gray’s Anatomy for Studentsに依拠してコー
パスを作った。その後，Harrison’s Principles of Internal Medicineに基づく２つ目のコーパス構築に着手した。
これにより，さらなる教材開発と語彙リストの精緻化を行い，教材の正確性や各ユニットに埋め込むべき重要語句の数
を増やすことが可能となった。

研究成果の概要（英文）： This research has produced corpora, word lists, and pedagogic materials for 
students and researchers in a university medical faculty. A course for medical students has evolved from 
an ongoing interaction between corpus analysis, word lists, and materials development. From a corpus 
using Gray’s Anatomy for Students, lists of anatomy terms were compiled, and materials organized around 
basic anatomy and common diseases created. A course-specific word list has been produced, and new 
materials written and trialed which integrate anatomy with areas of medical specialization, common 
medical problems, and symptoms. A second corpus based on Harrison’s Principles of Internal Medicine has 
informed the further development of the medical materials and word list. We have been able to check for 
omissions and discrepancies, making it possible to improve accuracy and increase the number of key 
medical terms embedded in each unit of the materials.

研究分野： Applied linguistics

キーワード： Medical English　Corpus　Word lists　Pedagogic materials
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本の高等教育において，大学教員は学生が学術的
及び専門的文脈に必要となる英語能力を身につける
ための効果的な ESP (English for Specific 
Purposes) プログラム提供の必要性を段々と認識し
つつある。本研究従事者が所属する広島大学では，
医学部が学生の医学英語能力，とりわけ「話す」「書
く」の産出能力の伸長に関心を寄せ，その結果，教
養教育レベルを超える良質の専門的な訓練が必要で
あるとの認識に至った。   
 
ここに報告しようとする３年間のプロジェクトは，
上記のニーズを具体化しようとした医学英語集中講
座を提供することから始まった。当講座では，医学
部 3年次生を対象として，医学専門用語の小さな単
語集を作成した。この単語集を手にした学生たちの
受け止めは極めて肯定的であった。このような単語
集についての学生の好意的な受け止めと，研究従事
者の中にコーパス言語学者がいたので，医学用語コ
ーパス，医学英語の学習（教授）教材，そして一般
的な医学英語単語集だけでなく講座に特化した単語
集の構築を目指す研究が始まった。 
 
単語集（Word Lists）  
学習者が出くわすであろう語彙選定には，語彙の出
現頻度に関する情報が重要である。EAP (English for 
Academic Purposes)の分野においては, Xue and 
Nation’s (1984) による University Word List 
(UWL) が開発され，一般的学術用語が示された。こ
れ は そ の 後 ， Coxhead(2000) に よ る the 570 
word-family Academic Word List に引き継がれた。
これらの語彙リストは幅広い学術分野をカバーする
頻度の高い語彙を学習者に示すことができた。  
 
より専門性が要求される学習者に関して，特定分野
の専門的，及び準専門的な語彙リストの作成が試み
られた。例えば，Baker (1988)は, 出現頻度と包括
範囲の基準を使って専門語彙リストを最初に作った
先駆的研究者の一人である。この他，Farrell (1990)
は電子工学, Salager (1983)，Wang et al.(2008)，
Hsu (2013)などは医学,Sutarsyah, Nation and 
Kennedy (1994)は経済学, Ward (1999)，Mudraya 
(2006)は工学分野の専門語彙リストを作成した。. 
Chujo and Utiyama (2006)は異なる習熟度レベルの
学習者に対応するためのレベル別のビジネス英語リ
ストを作成に統計的手法を用いた。 Konstantakis 
(2007)と Ward (1999)は，それぞれビジネス英語や
工学英語で 95%程度のカバー率（これは十分な読解
を保証する敷居点とされている）を持つ包括的リス
トを構築した 。 
  
コーパス分析と教材開発（Corpus analysis and 
materials design） 
しかしながら，ESP におけるコーパス分析は，単な
る専門的あるいは準専門的な共通内容や機能語のリ
スト作成よりも広い応用可能性がある。さらに，
Flowerdew (1993)が主張するようにシラバスや教材
開発に応用可能である。彼は生物学の講義録から示
唆に富むコーパスを作成した。医学英語の分野では，
Gledhill (2000) や Marco (2000)が，語彙・文法的
あるいはテクスト的分析から，テクストの言語的・
修辞的なパターンへのよりジャンルに特化したアプ
ローチへと前進させた。  
 
２．研究の目的 
本研究の主たる目的は以下のようなものであった。 
(1) 医学生のニーズに基づく学術的医学コーパスを
構築すること。   
(2) 医学生にとって最も役立つ語彙や表現パターン
の頻度，使用範囲，重要性に基づくリストを作成す
ること。（これには医学部教授陣との綿密な情報・意
見交換が重要な役割を果たす。）  
(3) 作成する医学英語コーパスや語彙リストを活用
し，日本人医学生のための教材開発のデザイン設計
と開発を行うこと。  
 
本研究の重要な目的の一つは，医学部生に対して精
選された英語専門用語リストを作成することによっ
て，専門分野における最も役立つ語彙や表現・修辞
的なパターンの効率的な習得を支援することであっ

た。このような語彙リストは，最も関連性が強く実
用的な医学シラバスの基盤を提供し，やがてはこの
ことが英語４技能における学習者のニーズに応えう
る，語彙を中心とした一連の教材開発に繋がると期
待されたからである。本研究の最終的に目指すとこ
ろは，医学部専門教育と並行して医学英語コースを
構築することであり，日本語と英語でのインプット
が互いに補完し合うような学習環境を目指した。そ
れ故，英語の部分はシラバス全体の統合的な部分を
占め，いわゆる付け足し的な学習という位置付けは
ない。  
 
本研究ではまた，Chung and Nation (2003)やFraser 
(2012) の研究を発展させ，専門語彙のいくつかの範
疇とそれらの習得難易度に影響を与える要因をより
明確化することを目指した。とりわけ，隠れ用語，
つまり付加的あるいは隠された専門的意味を持つ一
般的な同音異義語や多義語を検討することであった。  
 
簡潔に述べるならば，本研究の目的は学術的知見に
基づいて作成する語彙リストをもとに，シラバス設
計とまとまりのある教材開発を行うことであった。
つまり，コーパス言語学・語彙論・心理言語学・シ
ラバス設計（デザイン）・教授（指導）論を踏まえ，
言語教授と学習に応用可能な最新の知見と技術を用
いて，応用言語学と専門医学を学際的に統合するこ
とであった。 
 
３．研究の方法 
研究の頭書は，コーパスの構築・分析の後に，教材
開発に取り組む予定であった。しかしながら，時間
的制限のため，これらを同時並行して行うこととし
た。研究従事者間での度重なる議論の末，これらの
２領域における知見と研究から判明した事柄をうま
く統合させることができた。このコーパス研究と教
材設計の相互乗り入れが本研究の方向性を決定付け
た。つまり，コーパス・ソフトウェアを活用しての
使用教材の分析と，広く利用されている医学参考文
献（教科書）の分析を組み合わせて，語彙リストは
作成された。自作した教材は重要語句の削除を含め
て編集され，新たに開発した教材には時として重要
語句に関して大きな乖離が判明したこともあった。
これにより，語彙リストと開発教材がよりスムーズ
に統合し，指導用教材に語彙リストを上手く盛り込
むことができた。これを実際のどのように行ったか
について以下に詳述することとする。 
 
 
コーパス構築，教材開発，指導の相互作用（Interplay 
between corpus, materials development, and 
teaching） 
1 年目の医学英語集中講座で提示した語彙リストに
対する医学部受講生による高い評価をもとに，医学
コーパスに基づく教育的語彙リストの作成，そのコ
ーパスを踏まえたシラバスの編成，そしてコーパス
分析に基づく教材開発について検討を繰り返した。 
 
医学英語集中講座の提供（Developing a Medical 
English Course）  
研究の進展段階（Phases of development） 
１年目の講座では主として基礎調査を行い，２年目
は研究を漸次的に発展させ，３年目には研究成果の
確認とシラバス開発を行った。 
 
１年目の講座である基礎調査段階では，主として多
岐にわたる素材（百科事典から市販されている教授
用 CDs and DVDs まで）を集め, それらを３つの指導
範疇に分けた。「医師と患者の医学的会話」「医学倫
理に関する議論」「医学的話題についての要約文の作
成」である。これらの３つの指導範疇に関連性を持
たせるために自作教材を下支えする仮のコーパスを
作成した。これにより医学生が参照できる語彙リス
トの提示がなされ，医学部教授陣からの助言を基に
改訂を行った。この語彙リストは講座終了時の「語
彙テスト」や「要約英作文課題」「授業内の活動」に
用いられ，成績評価にも広く活用した。学生の講座
に対する授業評価，とりわけ語彙リストに対する評
価は肯定的であり，医学部教授陣からは講座の継続
を依頼された。この時点でより広範な研究を進める
必要性を確認した。 



 
集中講座提供２年目は研究を漸次的に発展させるた
め，医学部教授陣との情報・意見交換を通して進む
べく方向性を固めた。その中では「解剖学」「生理学」
の重要性が指摘され，とりわけ「解剖学」の重要性
が強調された。これを受けて解剖学に関するコーパ
スを構築し，基本的な解剖学教材を作成し，集中講
座の教材に付属として試行的に加えることとした。 
 
３年目の研究成果の確認とシラバス開発の段階では，
英語集中講座の 12 回授業のうち９回分の授業で用
いる新たな（バージョンアップされた）教材を作成
した。これらの教材は解剖学とその他の医学分野，
発生頻度の高い一般的疾病や症状を組み合わせ，「話
す」「書く」課題を与えて行った。それまでの研究成
果を踏まえ新たな語彙リストを示し，それに関する
試験などを学生に課した。 
 
コーパスの構築（Corpus construction） 
依拠する文献の選定（Selection of texts） 
本研究の当初の計画は，Fraser (2013)が示した薬理
学コーパス構築と語彙リスト作成に関する手法を参
考にして，医学分野の 100 程度の論文からコーパス
を構築することであった。その研究では 100 の論文
を基礎データとして 360,000 語のコーパスが構築さ
れ，それは薬理学のあらゆる分野をカバーするもの
であった。使用頻度と包括範囲を選定基準として
2,000 語と汎用性の高いと判断された 570 語を合わ
せた語彙リストが作られ，薬理学分野における最も
需要な語彙を学習に提示することを目指した。 
 
これに似た手法で代表的医学コーパスを構築するた
めに，以下の 10 個の医学専門分野に分けることとし
た。これはもちろん医学部教授陣からの学術的助言
があって可能になったことは言うまでもない。「循環
器学」「消化器学」「筋神経骨格学」「感染学及び
免疫学」「腫瘍学」「発生医学」「腎臓（病）学及び
「内分泌学」「緊急救命及び麻酔学」「感覚器官学」
の 10 分野である。 
  
この段階で医学部教授陣から「解剖学」の重要性が
強調されたことを受け，コーパス構築のアプローチ
を軌道修正し，彼らから推薦された Gray’s Anatomy 
for Students に基づいてコーパスを構築することと
した。この文献は Gray’s Anatomy の医療分野に特
化した医学生用の版で医学分野では最も評価の高い
文献の一つである。この文献を基に解剖学分野にお
ける最も頻度の高い語彙の特定が可能となり，教材
の開発及び改訂のためのリソースとして依拠するこ
ととした。医学部教授陣との協議から，発生頻度の
高い一般的疾病を解説した Harrison’s Principles 
of Internal Medicine. を後続のコーパス構築に活
かすこととした。しかしながら，大学院レベルでの
学術論文の読解と執筆の重要性も合わせて指摘され，
今後はそれに耐えるコーパスの構築が課題となるで
あろう。 
 
医学英語コーパスの構築(Creating the medical 
corpora) 
上記に示した２つの文献のすべてのページをスキャ
ンし，電子ファイルとして PDF 化した。それらの PDF
ファイルを編集やコーパス分析に利用するために，
Adobe Acrobat OCR を用いてテキストファイル化を
行った。その後，文献の各章のファイルを作り，
AntConc (Anthony, 2011)を用いて最も頻度の高い語
彙リストや文脈的情報を得るための一致率を調査し
た。このソフトウェアは教授すべき語彙（表現）リ
スト作成のためにも活用した。 
 
４．研究成果 
語彙に特化した集中講座の提供（The evolution of 
a lexically-based course） 
３年間の医学集中講座とそのための研究を通して，
学生のニーズをより踏まえた教材開発が展開でき，
医学的内容学と文脈に基づいた基本的ないくつかの
課題が整理された。 
 
医学集中英語講座の教材（Course materials） 
内容に関しては，解剖学の重要性が確認された結果，
それに関する教材を開発した。そして，研究を漸次

的に発展させた２年目の講座で試行的に使用した。
しかしながら，これはややもすると他のコース内容
と独立した教材になりやすいものでもあった。学習
内容に関して，医学生との授業外での会話から，専
門授業において英語で解剖学に関する学術語が紹介
されたり教授されたりしていることが分かった。し
かしながら，これらの解剖学英語術語は英語を使う
文脈では登場せず，日本語での文脈で重要語として
タグ付けされるか，語彙リストに示されるのみであ
った。それ故，医学英語集中講座においては，独立
した解剖学教材が英語の文脈で触れる限られた機会
でもあった。  
 
集中講座では英語での討論（ディスカッション）ト
ピックを考えることも必要であった。最初の２年間
は医療倫理に関する討論を学生に求めた。他の英語
口頭コミュニケーション授業では，医師と患者間の
会話例を学習しロール・プレイなどを行う。しかし
ながら，この種の会話では特に医学的専門知識は必
要でなく，特定の医学的な症状やどのように特定の
部位が病んでいるかなどについて説明を求められる
ことはほとんどない。医学部教授陣から「解剖学」
「発生率の高い一般的疾病や症状」の重要性が強調
されたので，このような専門分野を扱う文脈を学生
に提供し，それらについて話すより多くの機会が必
要であった。  
 
これまでに述べた基礎研究と明らかになった課題を
踏まえて，３年目には新たな一連の教材を開発した。
そこでは，解剖学・生理学を医学的問題や疾病に結
び付けることを目指した。下の表に示すように，広
範囲の医学的専門分野が選択され，解剖学と関連付
けられた。 
 

Broad Medical Field
（専門分野） 

Anatomy 
Area（解剖
学分野） 

Medical Problem 
（医学的問題や疾病） 

1. cardiovascular    
   medicine  
2. musculoskeletal    
   medicine  
3. digestive medicine 
4. neurology 
5. respiratory medicine 
6. endocrinology 

1. heart 
2. skeletal    
  system 
3. digestive  
  tract 
4. brain 
5. lungs 
6. pancreas 

1. stenosis, infarction,     
  endocarditis, etc.   
2. knee problems  
  (arthritis, spinal injury) 
3. ulcers, tumours,   
  GERD, appendicitis 
4. strokes and tumours 
5. pulmonary tuberculosis 
6. diabetes mellitus 

表 1: 医学的専門分野と解剖学分野との関連付け 
 
構築した解剖学コーパスを編集のためのツールとし
て用い，同時に医学部教授陣からの有益な助言やフ
ィードバックを可能な限り確保し，解剖学と生理学
と関わりの強い疾病や症状を包括する教材を設計し
た。学部生は日本語でさまざまな医学的話題の内容
について母語（日本語）では既に馴染みがあり，困
難な語彙や文に出くわしても母語で得た背景知識を
十分に備えていると推察された。 
 
英語会話能力を伸長するために，各ユニットではま
ず重要な解剖学英語術語を図示された部位や器官に
マッチングさせた。続いて，これらの基本的な確認
を踏まえて，約 300 語で書かれた説明文を読んだ。
ここでは解剖学や生理学の専門述語を文脈化するこ
とを目指し，読解問題に取り組ませた。その後，学
生たちにはペアになって解剖学や生理学に関わる会
話を求めた。 
 
各ユニットの第２段階では，さらなる一連の語彙を
提示し，それらの定義とマッチングさせる作業に取
り組ませた。これらの語彙は，この後に続く 600 語
程度の少し長めの説明文に登場し，その中で歴史的
及び背景的情報を紹介し，各医学分野での頻出する
４つずつの疾病や医学的問題の描写を含み，合わせ
て読解問題に取り組ませた。これに続き学生は，学
習した４つの症状を扱った医師と患者間の会話やそ
のような会話で役立つ質問文の練習とロール・プレ
イを行った。 
 
ユニットの構成は元々，口頭発表能力の伸長を目指
したものであったが，作文の練習にも応用可能であ
った。２つの活動には違いがあるものの，要約課題



の取り組みへスムーズに導けるように２つの説明文
は少し長めのもの（1,000 語程度）を提供した。  
 
語彙リスト（Word lists） 
医学集中英語講座の語彙リストは，AntConc を用い
て行い，毎年の講座ごとに作成した。初年度作成し
た語彙リストは 377 語で構成され， それらは主とし
てライティング・コースのために作成された感染症
に焦点を当てた教材から得たものであった。具体的
には，要約課題に取り組ませるための百科事典での
情報を加筆した記事や関連したオンライン教材であ
る。２年目に作成した語彙リストは初年度と同様の
手法で作成されたものであるが，その年に使用する
教材に基づいて，最も使用頻度の高い語彙を抽出し，
講座担当者や医療関係者からのコメントを踏まえた
ものであった。これは 567 語から成り，広島大学医
学英語語彙リスト（The Hiroshima University 
Medical Word List）と名付けた。この語彙リストは
解剖学と発生率の高い一般的疾病と症状に焦点を当
てた図１に示すようなものであり，受講学生に配布
された。この語彙リストは，講座最終日に待ち構え
る要約英作文課題とともに，多肢選択形式の語彙テ
ストに用いられた。 
 

A 
     abdomen   腹部  
     abdominal cavity             腹腔 
     abnormal   異常な 
     absorb   吸収する 
     absorption  吸収 
     acid   酸 
     acid-fast   抗酸性の 
     acidic             酸性の 
     acidosis  アシドーシス 酸性血症 
     active             活動性の 
     acute   急性の 
     adipose tissue    脂肪組織 

adrenal glands    アドリナ腺 
adverse effects  副作用 
agony   激痛 
alimentary canal  消化管  
alkali   アルカリ性の 
alpha cell  アルファ細胞 
alveolar duct  肺胞管 
alveoli (sg. alveolus)   肺胞 腺胞 
anemia/anaemia  貧血 
aneurysm  動脈瘤 

     angina   狭心症 

図 1: 広島大学医学英語語彙リストの抜粋(Extract 
from the Hiroshima University Medical Word List) 
 
コーパス分析から得られた知見の教材開発への応用
(Applying corpus analysis findings to the 
development of materials） 
Gray’s Anatomy for Students と Harrison’s 
Principles of Internal Medicine に基づいた２つ
のコーパスは，次のような２つの手法で活用をされ
た。 第１の手法では，各ユニットの教材はセンテン
ス・レベルで分析され，コーパス作成で判明した言
語表現と比較がなされた。語彙・コロケーション（語
と語の関わり方）・句の分析を通して，2つの主要依
拠文献に登場する事項を教材に結び付け，よりそれ
らに近づけることが可能となった。  
 
図 2 は，コーパス分析に基づき，どのようにして教
材への加筆・修正が可能になったかを示すものであ
る。ここでは「循環器学」のユニットに施した加筆・
修正例を示した。循環器学に関する重要語彙の多く
を教材に取り入れることが飛躍的に容易になった。
例えば SA node, coronary artery, cardiac, flow, 
systole, diastole, hypertension, cholesterol, 
heart failure, stroke, atrial fibrillation, 
pulse などの表現であり，その一部が図２に示して
ある。また，contributed to,nausea,vomiting など
の表現は，内科分野コーパスでの高い頻出度を反映
して含められた。さらに，他のユニットとの重なり
チェックをくり返し行った。 
 
 
 

Original Text（文献オリ
ジナル） 

Revised Text（加筆され
た教材） 

 
Cardiovascular Medicine 
passage 
 
This was a major advance in the 
understanding of the function of 
the heart and the movement of 
the blood. 
There are a number of ways in 
which the heart can suffer from 
problems, including the 
following: myocardial 
infarction, endocarditis, chronic 
mitral valve regurgitation, and 
aortic valve stenosis. 
 
 
 
 
… sweating, nausea, vomiting, 
abnormal heartbeats, and 
anxiety. 
 
There are a number of risk 
factors associated with 
myocardial infarction, the 
biggest being smoking, obesity, 
and lack of exercise.  

 
 
 
 
This was a major advance in 
the understanding of cardiac 
function and the flow of the 
blood. 
There are a number of ways in 
which the heart can suffer 
from problems, including the 
following: myocardial 
infarction, endocarditis, 
chronic mitral valve 
regurgitation, and aortic valve 
stenosis. Conditions such as 
kidney disease and diabetes 
can also contribute to heart 
failure or stroke. 
… sweating, nausea and 
vomiting, abnormal heartbeats 
(atrial fibrillation), and 
anxiety. 
There are a number of risk 
factors contributing to 
myocardial infarction, the 
biggest being smoking, 
obesity, lack of exercise, high 
blood cholesterol, and 
hypertension. 

Doctor-patient conversation  
Doctor:  I see. Have you 
noticed anything else? 

 
Doctor:  I see. Let me check 
your pulse. Have you noticed 
anything else? 

図 2: 「心臓」扱ったユニットでの改作例（Examples 
of changes made to the Heart unit） 
 
修正したコミュニケーションを用いた開発教材の検
証（Analysing materials development using an 
adapted communicative competence model） 
教材開発は主として，Celce-Murcia, Dornyei and 
Thurrell(1995) の主張に基づき，修正を施したコミ
ュニケーション能力モデルを使って検証した。彼女
たちの仮説に「批判的（思考）能力（critical 
competence）」「専門的知見（field competence）」の
２つの能力を追加した。「批判的（思考）能力」は「専
門的知見」を下支えする能力であり，「談話能力」と
「専門的知見」は，「方略的能力（strategic 
competence）」「発話機能に関する能力（actional 
competence）」「社会文化的能力（sociocultural 
competence ）」「 言 語 学 的 能 力 （ linguistic 
competence）」などの他の能力を機能させるための統
括的な能力であると考えた。このモデルを用いての
検証から，開発した教材は「談話能力」と「言語学
的能力」に力点が置かれていることが暗示された。
ただ，これらの能力養成が中心となるのは，現時点
では集中英語講座（シラバス）で主として扱う内容
なのでやむを得ない部分がある。今後の授業や提供
教材では，「方略的能力（strategic competence）」
「発話機能に関する能力（actional competence）」
「社会文化的能力（sociocultural competence）」を
伸長することを目指すとともに，これらの能力は学
生が実際に患者と関わる過程で養われるべきであろ
う。  
 
今後の課題と研究の方向性（Future directions） 
これまでに開発したシラバスや講座を充実させ，日
本の医学部生を対象に，より教育的な教材開発を成
功させたいと考えている。コーパス言語学の知見を
援用して，現時点までの教材コーパスを分析し，医
学雑誌記事も取り入れたコーパスを作り上げたいと
考えている。これらのコーパスを構築することによ
り，最も重要な語彙，言語的・談話的パターンの特
定，文脈化，分類が可能となり，講座と教材開発へ
の有益な情報を得ることができる。より包括的な医
学英語語彙リストを作成するために，本研究で作成
した３つのコーパスの分析をすることと合わせて，
医学英語講座のために作られた語彙リストに再検証



と修正を加えることも必要であろう。最終的には，
このようにして開発する教材やコーパスをオンライ
ンで公開し，双方向の医学 e-learning コースを構築
したいと考えている。  
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